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株式会社 XNefへの出資について 

 

MedVenture Partners株式会社がグループ会社を通じて管理・運営する「MPI-3号投資事

業有限責任組合」（以下「MPI」）は、機能的磁気共鳴画像法（以下 fMRI）を用いてうつ病を

はじめとした精神疾患を診断する脳回路マーカーの開発を手掛ける株式会社 XNef（代表取

締役：川人光男、所在地：京都府相楽郡精華町光台二丁目 2番地 2、以下「XNef社」）に対

して、株式譲受及び Series Aの増資引受を行いましたのでお知らせいたします。 

日本でうつ病の治療を受けている患者数は約 120 万人と報告されており、うつ病に伴う

社会的損失は間接費用を含めると年間 3 兆円を超えると推計されています。さらに米国で

はうつ病の治療を受けている患者数は年間約 1460万人と推計されており、国内、海外とも

に市場が大きく、年々増え続けています。しかしながらその診断は問診を基にした患者の症

状や経過に基づいた医師の判断に依存しており、客観的な指標がない為、医師によって診断

結果が異なるという課題が指摘されています。 

XNef 社は株式会社国際電気通信基礎技術研究所（以下 ATR）の 20 年以上に渡る脳神経

科学と人工知能の学術的研究成果を事業化する為に設立されたディープテックスタートア

ップ企業であり、ATR の技術を応用してうつ病をはじめとした精神疾患を診断又は治療す

る製品の開発に取り組んでいます。先行している取り組みは、fMRI を用いて脳画像を撮像

することで脳の神経回路を客観的なデータとして定量化し、さらに人工知能技術を用いて

解析することで客観的な生物学的指標に基づくうつ病の診断を可能とする脳回路マーカー

の開発です。また、うつ病患者の脳回路特性に基づいたサブタイプを特定し、そのサブタイ

プに適した治療選択を支援する層別化脳回路マーカーの開発も進めています。将来的には

ATR と共同で開発したニューロフィードバック技術を用いて、うつ病を治療する製品の開

発も目指しております。 

MPIは、XNef社の製品開発資金を支援するとともに、本ラウンドのリードインベスター

として取締役に弊社大下を派遣することで、効率的な医療機器の開発と販売を支援して参

ります。 

当ファンドでは、引き続き投資を通じて、医療機器分野の国内ベンチャー企業の育成及び

海外ベンチャー企業と日本の大手企業との橋渡しを行い、日本における医療機器エコシス

テムの構築への貢献を目指して参ります。 
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MedVenture Partners株式会社 桑木 

東京都中央区日本橋室町 3丁目 2番 1号 

日本橋室町三井タワー7階 

電 話：０３－６２７３－４４３７（代表） 


